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条

例

制

定

等

補

正

予

算

○
議
案
第
１
号　

民8

草
津
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

国
に
お
い
て
「
行
政
手
続
き

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴

い
、
当
条
例
も
法
改
正
に
対
応

し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

○
議
案
第
２
号　

総8

草
津
温
泉
地
蔵
高
台
施
設
等
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

現
在
地
蔵
建
設
中
の
「
百
年

石
別
邸
」
に
係
る
設
置
と
管
理

に
関
す
る
条
項
を
加
え
ま
し

た
。

○
議
案
第
９
号　

総8

千
客
万
来
事
業
会
計
補
正
予
算

(

第
2
次)

【補
正
額
】収
益
的
支
出
＋
55
万
円

【総　

額
】
2
億
1
5
0
4
万
円

○
議
案
第
10
号　

総8

工
事
請
負
契
約
の
変
更

　

地
蔵
体
験
型
施
設
整
備
工
事

の
請
負
契
約
事
項
に
、
南
側
隣

地
の
擁
壁
の
追
加
、
既
存
構
造

物
の
撤
去
、
排
湯
管
敷
設
管
路

の
変
更
等
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

(

変
更
前)

請
負
額
７
７
０
０
万
円

(

変
更
後)

請
負
額
８
２
０
７
万
円

○
議
案
第
11
号　

温8

温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更

【施
設
名
】草
津
ホ
テ
ル

【源
泉
名
】西
の
河
原

【給
湯
量
】161
ℓ
／
分

【申
請
者
】草
津
ホ
テ
ル

　
　

代
表
取
締
役　

黒
岩　

透

12 月 定  例  会

令和３年度　１２月補正予算　（一般会計・特別会計）
会 計 名 補 正 額 総　額

議案第３号
一般会計(第５次) 総8 民8 

+ 2億7,523万円

公共施設への空気清浄機
設置事業 + 1,516万円

53億3,631万円

町内事業者振興事業くさ
つ温泉感謝券 + 4,000万円

地蔵体験型施設建設工事 + 1,207万円
寄附採納による町費積立 + 6,590万円
立体交差のボックスカル
バート製作購入 + 8,000万円

議案第４号
国民健康保険特別会計
(第1次)　　　　　　　　 民8 

+ 418万円
後期高齢者支援金 + 172万円

9億1,328万円
介護納付金 + 206万円

議案第５号
介護保険特別会計(第2次) 民8 

+ 2,299万円

保険給付費 + 2,133万円

6億673万円
基金積立金前年精算分 + 958万円
国庫県費返還金 ▲ 1,799万円
一般会計繰出金 + 446万円

議案第６号
後期高齢者医療特別会計
(第2次)　　　　　　　　 民8 

+ 673万円
一般会計繰出金 + 38万円

1億2,342万円
予備費 + 635万円

議案第８号
公共下水道特別会計(第1次) 
　　　　　　　　　　 民8 

+ 9,874万円
立体交差下水道管布設替
工事 + 1,000万円

8億7,785万円
予備費 + 8,874万円

議案第９号
前口簡易水道事業特別会計
(第1次)　　　　　　　　 民8 

+ 99万円簡易水道施設整備基金への積立 + 99万円 535万円

〇
議
案
第
12
号　

温8

温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更

【施
設
名
】ひ
の
き
亭
牧
水

【源
泉
名
】万
代

【給
湯
量
】19
ℓ
／
分

【申
請
者
】目
澤

誠

〇
議
案
第
13
号　

温8

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【施
設
名
】(

仮
称)

リ
フ
レ
ッ
ツ
草
津

【源
泉
名
】万
代

【給
湯
量
】19
ℓ
／
分

新
　
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

       

キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
鹿
野
太
一

旧
　
株
式
会
社
　
竹
中
工
務
店
　

　
　
取
締
役
副
社
長
　
難
波
正
人

〇
議
案
第
14
号　

温8

温
泉
引
用
増
量
許
可

【施
設
名
】末
広
屋
旅
館

【源
泉
名
】湯
畑

【給
湯
量
】25
ℓ
↓
33
ℓ
／
分

【申
請
者
】市
川
勝
一

議案はそれぞれの担当委員会
で詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されま
した。

総8… 総務観光常任委員会
民8… 民教土木常任委員会
温8… 温泉温水対策特別
　　　委員会
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〇
発
議
第
１
号　
　

地
方
自
治
法
第
百
条
の
規
定
に
よ

る
事
務
の
調
査
を
行
う
た
め
の
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
決
議

※
14
頁
に
詳
細
を
記
載
し
ま
し

た
。

〇
報
告
第
１
号　
　

　

一
部
事
務
組
合
に
か
か
る
決

算
書
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
報
告
第
２
号　
　

温
泉
高
度
利
用
許
可

【施
設
名
】旅
の
宿　

よ
い
と
こ

【源
泉
名
】万
代

【給
湯
量
】11
ℓ
／
分

【申
請
者
】有
限
会
社
三
栄
産
業

代
表
取
締
役　

坂
東
和
幸

〇
報
告
第
３
号　
　

温
泉
引
用
者
名
義
書
き
換
え

【施
設
名
】末
広
屋
旅
館

【源
泉
名
】湯
畑

【給
湯
量
】25
ℓ
／
分

新　

市
川
勝
一

旧　

市
川
良
一

報　
　
　
　

告

発
議
（
議
員
提
案
）

議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果

可…可決　否…否決　〇…賛成　×…反対　議長は採決に加わらない為「―」で表示しております。

出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
安
齋
　
　
努

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

小
林
　
純
一

金
丸
　
勝
利

中
澤
　
康
治

湯
本
　
晃
久

中
澤
　
広
夫

黒
岩
　
　
卓

宮
崎
　
公
雄

宮
﨑
　
謹
一

【11月 29日　臨時会】
草津町職員の給与に関する条例及び草津町一般職の任期付職員の
採用等に関する条例の一部改正 10 8 1 可 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

指定管理者の指定 (漫画図書ギャラリー、地蔵カフェ、地蔵高台
広場 ) 10 8 1 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○

工事請負契約の締結 (草津温泉駐車場建設工事 ) 10 8 1 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○
【承認】専決処分事項の承認 (R ３ 一般会計補正予算 (第４次 )) 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

【12月定例会】
草津町手数料条例の一部改正 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
草津温泉地蔵高台施設等の設置及び管理に関する条例の一部改正 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ３　一般会計補正予算 (第５次 ) 10 8 1 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○
Ｒ３　国民健康保険特別会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ３　介護保険特別会計補正予算（第２次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ３　後期高齢者医療特別会計補正予算（第２次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ３　公共下水道事業特別会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ３　前口簡易水道事業特別会計補正予算（第１次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
Ｒ３　千客万来事業会計補正予算（第２次） 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
工事請負契約の変更 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
温泉引用許可事項の変更 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
温泉引用許可事項の変更 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
温泉引用者移転許可 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
温泉引用増量許可 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
【発議】地方自治法第１００条の規定による事務の調査を行うた
めの特別委員会を設置する決議 10 8 1 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○

【1月 7日　臨時会】
R３　一般会計補正予算 (第７次 ) 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
【承認】専決処分事項の承認 (R ３ 一般会計補正予算 (第６次 )） 10 9 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

【1月 25日　臨時会】
財産の取得（空気清浄機１１８台） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
財産の取得（門型カルバート７組） 12 10 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○
訴訟の提起（草津町に対する損害賠償請求） 12 9 1 可 ○ × ○ ○ ○ ○ 除斥 ○ ○ － ○ ○
【承認】専決処分事項の承認（R３一般会計補正予算（第８次）） 12 11 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
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委員会審査・報告委員会審査・報告
総
務
観
光
常
任
委
員
会

【
議
案
第
２
号

草
津
温
泉
地
蔵
高
台
施
設
等

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
】

【
議
案
３
号

R
３
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
5
次
）】

Ｑ　

百
年
石
の
体
験
料
金
に
送

料
が
含
ま
れ
る
の
か
。
含
ま
れ
な

い
な
ら
送
料
も
明
記
す
べ
き
と

思
う
が
。

A

送
料
は
地
域
に
よ
っ
て
金

額
が
変
わ
る
の
で
個
別
に
対
応

し
た
い
。

Ｑ　

マ
ン
ガ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
書

籍
は
週
刊
誌
も
含
ま
れ
る
の

か
？

A

週
刊
誌
は
置
か
な
い
。
単
行

本
・
書
籍
が
基
本
。

Ｑ　

閲
覧
時
に
盗
難
等
が
予
想

さ
れ
る
。
盗
難
対
策
は
。

A

防
犯
カ
メ
ラ
で
対
応
し
て

い
く
。

Ｑ　

マ
ン
ガ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
金

額
だ
が
、
観
光
客
と
町
民
の
金
額

を
区
別
出
来
な
い
か
。

A

町
民
割
引
は
考
え
て
み
た

い
。
地
元
利
用
に
よ
る
賑
わ
い
づ

く
り
の
た
め
に
も
考
え
た
い
。

Ｑ　

天
狗
山
ト
イ
レ
の
減
額
の

理
由
は
。
西
の
河
原
公
園
等
に
行

か
れ
る
人
た
ち
の
た
め
に
作
っ

て
頂
い
た
も
の
。
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
も
の
に
し
て
欲
し
い
。

A

観
光
公
社
が
、
ス
キ
ー
場
や

西
の
河
原
公
園
等
と
一
体
管
理

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
議
の
結

果
減
額
を
し
た
。
手
入
れ
等
は
き

ち
ん
と
行
な
っ
て
い
く
。

Ｑ　

賃
借
料
の
増
加
と
あ
る
が
。

A

林
野
庁
が
管
理
し
て
い
る

国
有
林
の
新
規
借
り
受
け
を
行

う
た
め
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
な

が
ら
も
、
現
在
対
前
年
度
比

99.

4
％
。
こ
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
、
前
年
度
と
同
額
の
寄
付
が

見
込
め
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

︻
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
︼

　

平
成
22
年
度
か
ら
今
年
度
９

月
現
在
の
資
金
と
起
債
の
状
況

推
移
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

︻
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
情
報
と
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
前
倒
し
に
つ
い
て
︼

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
情
報

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
計
画
を
問
い
、
当
局

か
ら
は
、
３
回
目
接
種
の
計
画
と

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
確
保
が
課
題
な
の
で
国
の
対

応
を
含
め
体
制
整
備
を
し
て
い

く
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

再
発
行
手
数
料
の
条
項
を
削
除

と
の
こ
と
だ
が
、
手
数
料
自
体
が

な
く
な
る
の
か
？

A

手
数
料
は
引
き
続
き
徴
収

す
る
が
、
町
会
計
に
収
納
せ
ず
、

外
部
の
発
行
主
体
に
引
き
渡
す

形
に
な
る
。

Ｑ　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
利
用

方
法
は
？

A

詳
細
は
検
討
中
だ
が
、
宿
泊

施
設
や
飲
食
店
な
ど
の
事
業
者

か
ら
町
に
申
請
後
、
町
か
ら
キ
ッ

ト
を
渡
し
、
説
明
の
上
検
体
を
自

己
採
取
し
て
も
ら
う
形
を
想
定
。

Ｑ　

中
島
団
地
の
屋
根
修
繕
、
延

期
の
理
由
は
？

A

本
年
度
発
注
の
予
定
だ
っ

た
が
業
者
か
ら
「
材
料
が
入
手
困

難
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
急
を

要
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
入
荷

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
来
年
度

に
は
実
施
し
た
い
。

Ｑ　

子
育
て
臨
時
特
別
交
付

金
、
今
回
は
先
行
分
の
計
上
？

A

国
の
要
項
に
基
づ
き
中
学

生
ま
で
を
対
象
に
１
名
５
万
円

を
意
思
確
認
の
上
年
内
に
支

給
。
追
加
分
や
低
所
得
者
分
は
国

会
で
の
補
正
予
算
成
立
後
と
な

る
。
複
数
の
首
長
が
「
ク
ー
ポ
ン

で
は
な
く
全
額
現
金
で
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
自
治
体
の
判
断
で
で

き
る
な
ら
検
討
し
た
い
。
ク
ー
ポ

ン
に
は
地
域
活
性
化
の
利
点
が

あ
る
が
業
務
の
煩
雑
さ
も
考
慮

が
必
要
。

（
※
12
月
議
会
で
の
審
議
後
、
国

の
政
策
転
換
に
よ
り
10
万
円
一
括

現
金
で
の
支
給
と
な
り
ま
し
た
。）

Ｑ　

ベ
ル
ツ
こ
ど
も
園
、
外
国
籍

の
園
児
の
状
況
は
？

A

全
体
で
は
１
割
弱
だ
が
、
１

歳
児
・
０
歳
児
は
比
率
が
高
い
。

主
に
は
在
留
資
格
の
あ
る
保
護
者

と
連
絡
を
と
っ
て
い
る
が
、
日
本

語
が
話
せ
な
い
保
護
者
と
は
自
動

翻
訳
機
や
話
せ
る
人
を
介
し
て
会

話
し
て
い
る
。
日
本
人
の
働
き
手

不
足
の
現
状
が
あ
り
、
今
後
も
増

加
す
る
見
込
み
だ
が
、
国
籍
に
関

係
な
く
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
っ
て
の
利
用

の
現
状
は
？

A

11
月
に
二
度
目
の
試
験
を

行
い
、
先
生
か
ら
の
配
信
は
年
内

に
は
実
現
で
き
そ
う
。
双
方
向
の

通
信
は
現
状
で
は
難
し
い
。

付
託
議
案

【
議
案
第
９
号　

Ｒ
３
千
客
万
来
事
業
会
計

　
　
　

補
正
予
算（
第
2
次
）】

【
ふ
る
さ
と
納
税
の

  

申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て
】

民
教
土
木
常
任
委
員
会

付
託
議
案

【
議
案
第
１
号

     

手
数
料
条
例
一
部
改
正
】

【
議
案
第
３
号　

Ｒ
３
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
5
次
）】
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委員会審査・報告委員会審査・報告
Ｑ　

授
業
で
あ
ま
り
活
用
さ
れ

て
い
な
い
と
聞
く
が
？

A

先
生
に
よ
り
一
定
の
差
異

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
県
教
委
を
通
じ
て
先
生
の
研

修
を
働
き
か
け
て
い
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
、
接
種

し
て
い
な
い
人
の
感
染
が
疑
わ

れ
る
場
合
、
町
の
対
応
は
？

A

全
人
口
の
10
％
ほ
ど
が
未

接
種
。
町
は
平
等
に
対
応
す
る
。

Ｑ　

工
事
の
内
容
は
？

A
『
温
泉
門
』
基
礎
の
工
法
変

更
に
よ
り
、
下
水
管
の
布
設
替
え

が
必
要
と
な
っ
た
。

︻
請
願
８
︼詳
細
は
8
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
12
月
に
も
同
様
の
請
願
を

採
択
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

が
、
紹
介
議
員
に
よ
れ
ば
「
当
時

の
国
会
審
議
が
未
了
と
な
っ
た
た

め
再
度
の
請
願
と
な
っ
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
委
員
か
ら
は
「
国

民
負
担
を
減
ら
す
趣
旨
は
理
解
で

き
る
が
消
費
税
減
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
局
よ
り
今
年
度
の
除
雪
体
制

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
草
津
道

路
は
今
後
、
町
が
受
託
者
と
な
り

除
雪
を
実
施
す
る
。
11
月
に
多
数

の
車
両
が
立
ち
往
生
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
赤
仁
田
・
谷
所
地
区
に

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
必
要

な
作
業
車
両
を
事
前
に
配
備
す
る

な
ど
万
全
の
態
勢
を
整
え
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

各
議
案
と
も
「
草
津
町
温
泉
使

用
条
例
」
に
適
合
す
る
も
の
で
、

当
委
員
会
は
承
認
と
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
、
温
泉
使
用
条
例
第
17

号
、
第
18
号
に
関
係
す
る
許
可
湯
量

の
算
出
方
法
に
あ
る
、
浴
室
温
度
10

℃
は
浴
室
の
構
造
が
良
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
見
直
し
を
し
て
は
ど
う

か
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
外

気
温
、
木
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

露
天
風
呂
、
源
泉
の
温
度
等
条
件
が

個
々
に
異
な
る
の
で
、
今
後
の
研
究

課
題
と
し
ま
し
た
。

１
、
草
津
白
根
山
の
状
況
に
つ
い
て

現
在
の
火
山
活
動
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
湯
釡
付
近
の

活
動
は
静
穏
時
の
状
態
に
戻
る
傾

向
は
あ
る
が
湯
釡
付
近
の
熱
水
活

動
は
引
き
続
き
や
や
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
観
光
客
、
町
民
の
安

全
を
第
一
に
考
え
対
応
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
に
は
登
山
道
の
一

部
を
開
放
し
た
い
考
え
が
あ
る

が
、
気
象
庁
等
の
関
係
機
関
と
の

協
議
を
適
切
に
行
う
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

２
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

「
草
津
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
」
に
係
わ
る
報
告
と
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
計
画
と
進
捗
状
況
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

直
近
（
12
月
３
日
現
在
）
１
回

目
91.

1
％
、
２
回
目
90.

3

％
と
非
常
に
高
い
接
種
率
と
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

３
回
目
の
追
加
接
種
に
つ
い
て

は
、
国
か
ら
の
情
報
が
不
安
定
な

状
況
だ
が
、
今
出
来
る
こ
と
か
ら

準
備
を
進
め
て
い
る
と
の
事
。

３
、
経
済
対
策
に
つ
い
て

「
草
津
温
泉
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
・
草
津
温
泉
ま
ち
歩
き
共
通

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
」
の
実
施
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
３
弾
と
な
る
「
草
津
温
泉
ま

ち
歩
き
共
通
ク
ー
ポ
ン
事
業
」は
、

年
内
の
宿
泊
予
約
者
の
増
加
見
込

み
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
入
込
状
況

に
活
気
あ
る
伸
び
が
見
ら
れ
る
と

の
説
明
を
う
け
ま
し
た
。

４
、
そ
の
他

群
馬
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
情
報
の

掲
示
に
つ
い
て
、
草
津
町
は
火
山

情
報
の
み
周
知
さ
れ
て
お
り
、
不

安
を
煽
る
よ
う
な
掲
載
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
す
る
意

見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
他

市
町
村
の
よ
う
に
行
政
情
報
を
載

せ
る
こ
と
を
求
め
、
群
馬
テ
レ
ビ

に
、
掲
示
方
法
の
改
善
を
求
め
る

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

１　

子
ど
も
議
会
開
催
に
つ
い
て

　

町
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
知
っ

て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
子
ど

も
議
会
開
催
に
向
け
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

開
催
時
期
や
実
施
方
法
に
つ
い

て
は
、
学
校
側
の
予
定
に
合
わ
せ

行
う
こ
と
と
し
、
実
施
内
容
の
協

議
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

２　

議
事
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
に
つ
い
て

　

掲
載
時
期
や
運
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
令

和
４
年
３
月
定
例
会
か
ら
掲
載
で

き
る
よ
う
進
め
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

【
議
案
第
11
号
〜
第
14
号
】

【
議
案
７
号

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
次
）】

温
泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

付
託
議
案

災
害
・
経
済
対
策
特
別
委
員
会

ライブカメラの様子
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議案質疑議案質疑
議　

案　

第　

3

号

宮崎公雄　議員

︻
く
さ
つ
温
泉
感
謝
券
︼

Ｑ

く
さ
つ
温
泉
感
謝
券
４
千
万

円
の
増
額
理
由
は
？

A

総
務
課
長

平
成
31
年
度
、
令
和
２
年
度
の

寄
付
額
と
換
金
の
割
合
を
算
定
し

た
と
こ
ろ
、
５
％
上
乗
せ
し
て
見

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
こ

ろ
で
増
額
補
正
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

︻
寄
附
金
に
つ
い
て
︼

Ｑ

６
５
８
９
万
円
の
寄
附
を
頂

い
た
が
、
そ
の
使
い
道
に
つ
い
て

は
？

A

町
長

社
会
福
祉
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

言
う
こ
と
で
、
寄
付
者
の
意
向
に

沿
っ
た
形
で
使
わ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

︻
修
学
旅
行
の
取
消
料
に
つ
い
て
︼

Ｑ

修
学
旅
行
の
取
消
料
は
町
の

負
担
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
？

ま
た
、
規
模
縮
小
で
修
学
旅
行
は

行
わ
れ
た
の
か
？

A

教
育
委
員
会
事
務
局
長

修
学
旅
行
実
施
の
判
断
を
直
近

ま
で
伸
ば
し
た
結
果
、
取
消
料
が

発
生
し
た
も
の
で
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
支
援
と
し
て
行
う
。
ま

た
、
修
学
旅
行
は
９
月
27
日
、
28

日
の
２
日
間
で
県
内
の
富
岡
市
、

安
中
市
で
実
施
し
て
い
る
。

︻
天
狗
山
ト
イ
レ
管
理
事
業
と
建

設
改
良
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
︼

Ｑ

天
狗
山
ト
イ
レ
管
理
事
業
の

施
設
管
理
委
託
の
減
額
と
、
建
設

改
良
工
事
102
万
円
の
内
容
説
明
を

お
願
い
し
た
い
。

A

企
画
創
造
課
長

観
光
公
社
と
の
業
務
委
託
契
約

の
内
容
に
つ
い
て
、
協
議
を
行
い

半
年
分
の
委
託
料
を
減
額
し
た
も

の
。
ま
た
、
建
設
・
改
良
工
事
は

漫
画
堂
の
キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
の

改
修
工
事
で
手
す
り
の
高
さ
を
調

整
す
る
工
事
。

︻
立
体
交
差
建
設
事
業
に
つ
い
て
︼

Ｑ

立
体
交
差
建
設
事
業
８
千
万
円

の
説
明
を
詳
し
く
お
願
い
し
た
い
。

A

土
木
課
長

立
体
交
差
部
分
に
か
か
る
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を
設
置
し
交

差
さ
せ
る
予
定
。
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
の
制
作
に
期
間
が
か
か
る

為
、
今
発
注
し
な
い
と
間
に
合
わ

な
い
、
そ
の
た
め
の
費
用
。

Ｑ

泉
水
地
区
の
建
物
解
体
に
つ

い
て
。

①
壊
し
た
後
、
ど
の
よ
う
な
計
画

を
持
っ
て
い
る
の
か
？

②
隣
接
す
る
河
川
敷
は
ど
う
す
る

つ
も
り
な
の
か
？

A

町
長

①
東
屋
み
た
い
な
も
の
を
作
っ

て
、
そ
の
中
に
手
洗
い
湯
を
設
置

し
た
い
と
い
う
構
想
を
も
っ
て
い

る
。

②
安
全
対
策
を
取
り
、
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ふ
さ

わ
し
い
物
の
整
備
を
行
い
た
い
。

︻
町
営
中
島
団
地
の
屋
根
補
修
に

つ
い
て
︼

Ｑ

町
営
中
島
団
地
の
屋
根
補

修
は
延
期
と
い
う
こ
と
で
い
い
の

か
？

A

町
長

業
者
の
方
々
か
ら
発
注
を
受
け

て
も
材
料
が
間
に
合
わ
な
い
、
金

額
も
定
か
で
な
い
と
い
う
情
報
を

聞
い
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
予
算

内
で
出
来
な
い
と
い
う
判
断
も
あ

る
し
、
こ
の
補
修
工
事
の
取
り
手

が
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
政
治
的
判
断

で
延
期
し
た
が
必
ず
、
行
う
の
で

ご
理
解
頂
き
た
い
。

中澤広夫　議員

湯
本
晃
久
議
員

有
坂
太
宏
議
員

歳
出
︻
商
工
費
／

　
　
　
　

く
さ
つ
温
泉
感
謝
券
︼

歳
入
︻
寄
附
金
／

　
　
　
　
　

社
会
福
祉
寄
附
金
︼

歳
出
︻
土
木
費
／
町
営
住
宅

　
　
　
　

中
島
団
地
管
理
事
業
︼

歳
出
︻
土
木
費
／
工
事
請
負
費

　
　
　
　

／
建
設
・
改
良
工
事
︼

歳
出
︻
教
育
費
／

　
　
　

中
学
校
教
育
振
興
事
業
︼

金丸勝利　議員

歳
出
︻
土
木
費
／
建
設
・

　
　
　
　

改
良
工
事
︵
補
助
︶︼

歳
出
︻
土
木
費
／

　
　
　
　

立
体
交
差
建
設
事
業
︼

安
井
尚
弘
議
員

ボックスカルバートイメージ
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○
議
案
第
１
号　

草
津
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
草
津
町
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

人
事
院
及
び
群
馬
県
人
事
委
員

会
の
勧
告
に
準
じ
て
、
草
津
町
職
員

等
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
月
数
を

0.

15
ヶ
月
分
引
き
下
げ
ま
す
。

○
議
案
第
２
号　

指
定
管
理
者
の
指
定

【施
設
名
】漫
画
図
書
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、
地
蔵
カ
フ
ェ
、
地
蔵
高
台
広
場

【指
定
管
理
先
】

　
　
　

株
式
会
社
草
津
観
光
公
社

【期
間
】令
和
３
年
11
月
30
日

　
　
　

~
令
和
７
年
３
月
31
日

〇
議
案
第
３
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
草
津
温
泉
駐
車
場
建
設
工
事

【契
約
金
額
】７
２
６
０
万
円

【契
約
相
手
】株
式
会
社
武
藤
組

【契
約
方
法
】指
名
競
争
入
札

〇
承
認
第
１
号　

専
決
処
分
事
項
の
承
認
︵
Ｒ
３

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
４
次)

︶

【補
正
額
】   　
　

８
９
０
７
万
円

【総
額
】  

50
億
６
１
０
８
万
円

【内
容
】･
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
改
良
工
事

・
草
津
温
泉
ま
ち
歩
き
共
通
ク
ー

ポ
ン
券
事
業

○
議
案
第
１
号　

Ｒ
３
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
第
７
次
︶

【補
正
額
】
１
億
７
６
５
２
万
円

【総
額
】       

55
億
４
４
７
４
万
円

【内
容
】・
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

・
草
津
温
泉
ま
ち
歩
き
共
通
ク
ー

ポ
ン
券
事
業

○
推
薦
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

山
口
育
代
さ
ん
（
再
任
）

〇
承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
︵
Ｒ
３

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
６
次)

︶

【補
正
額
】  
 

３
１
９
１
万
円

【総
額
】

53
億
６
８
２
２
万
円

【内
容
】子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金

○
議
案
第
１
号　

財
産
の
取
得

　

国
庫
交
付
金
を
利
用
し
、
公
共

施
設
に
空
気
清
浄
機
118
台
の
設

置
、
購
入
。

○
議
案
第
２
号　

財
産
の
取
得

　

町
道
草
津
温
泉
門
線
門
型
カ
ル

バ
ー
ト
の
購
入
。

〇
議
案
第
３
号

訴
訟
の
提
起

　

草
津
町
に
対
し
苛
烈
な
否
定
的

表
現
を
繰
り
返
し
使
用
し
、
イ
メ

ー
ジ
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
、
中

澤
康
治
氏
及
び
増
田
都
子
氏
の
２

名
を
提
訴
し
ま
す
。

〇
承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
︵
Ｒ
３
一

般
会
計
補
正
予
算(

第
８
次)

︶

【補
正
額
】　　
　

８
０
０
０
万
円

【総
額
】

56
億
２
４
７
４
万
円

【内
容
】・
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

　
　
　

・
道
路
除
雪
事
業

　　　：個人事業主
　　　　NPO法人ぐんま CSO理事
　　　：音楽鑑賞
　　　：コンピューター

　　　：GIGA スクールのスタートアップに合わせて、
前橋よりDX推進員として草津に帰って参りました。
約８カ月間、草津小・中学校の現場で働かせていた
だきながら、故郷草津町の様子を見させていただき
ました。現場を知り、一町民として再度草津で生活
を始めると、今まで気付かなかった問題がたくさん
あることに気付かされました。その一つ一つを解決
していくことが、私に与えられた使命であると考え
ております。故郷の誇りを取り戻すため頑張ります。
　　　　　：５番
　　　　　　：民教土木常任委員会、広報委員会

11
月
29
日
臨
時
会

1
月
7
日
臨
時
会

1
月
25
日
臨
時
会

経歴 経歴

特技
特技

趣味
趣味

抱負 抱負

小林純一議員
　　　：オーストラリア州政府観光局、
草小 PTA会長、草津町商工会理事、
現監事
　　　：ジョギングとその後の日帰り温泉入浴
　　　：英語
　　　：こんにちは。私、安齋努は町内でガソリン
スタンドと英語塾を生業としております。店では危
険物を取扱い、また教室ではより良い指導を考え、
日々緊張感のある生活を送っております。選挙で皆
様に頂いた一票一票の重みを感じながら、これから
は何が町民のためになるかということを常に考えて
いきたいと思っています。また、生まれつき視力に
大きなハンディがある者として、特に視覚障害の方々
の大変さがよくわかります。身体にハンディを抱え
る方々へのより優しい街づくり。とても大切なこと
だと思います。
　　　　：１番　　　　　　：総務観光常任委員会

安齋　努議員

１月２３日に行われた草津町議会議員補欠選挙において当選された安齋議員、小林議員のご紹介

議席番号

議席番号
所属委員会

所属委員会
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件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 結果

【陳情 11】母 ( 毛嘉萍 )
が中国で不法に逮捕され
ている件に関する要望

　人道的な立場、不当な扱いを受けている母の境遇に
ご関心をお持ちいただき、在日中国大使館及び日本外
務省に働きかけること。国に「毛嘉萍 ( モウカヘイ )
さんの早期救出を求める意見書」を提出すること。

東京都
付　偉彤

総務観光
常任委員会

趣旨
採択

【請願 8】安全・安心
の医療・介護・福祉を
確立し国民のいのちと
健康を守るための国に
対する意見書を求める
請願

1. 安全・安心の医療・介護・福祉提供体制を確保
すること。
2. 保健所の増設など公衆衛生行政の体制を拡充
し、保健師等を大幅に増員すること。
3. 社会保障・社会福祉にかかわる国庫負担を増額
し、７５歳以上の窓口負担２倍化を中止するなど
国民負担を軽減すること。

群馬県医療労働組合
連合会

代表者中央執行委員長
 出浦匠人

（紹介議員：有坂太宏）

民教土木
常任委員会

趣旨
採択

【請願 9】草津町情報公開条
例及び草津町個人情報保護条
例に違反して、個人情報を暴
露・提供・漏洩するという非
違行為を実行した、黒岩信忠
町長に対して、譴責決議を挙
げていただきたい。

黒岩信忠町長は、本年９月６日の本議会において ｢『♯セカン
ドレイプの町・草津』の名付け親」と名指しし、私人である某
氏の「氏名」を本人の同意も得ずに暴露した。
　また、別紙、中澤康治議員に対する「回答書」において、草
津町個人情報保護条例第８条、草津町情報公開条例第１３条に
違反し、個人情報を提供、漏洩した。これは、「草津町長による
草津町条例違反」であるので、草津町議会として、非違行為を
町長が繰り返さないよう譴責すべきである。

千葉県
増田　都子

（紹介議員：中澤康治）

総務観光
常任委員会 不採択

【請願 10】「草津町代理人弁護士」
である吉野晶弁護士は、草津町か
ら委託された業務について、著し
い懈怠、背信行為があり、また、
守秘義務違反、違法な個人情報収
集等が強く推認されますので、代
理人弁護士契約を破棄するよう、
草津町に勧告してください。

　吉野晶弁護士は草津町から委託された業務として、本年２月
２５日付で「抗議文」を数名に送りながら、彼らの草津町宛回
答文書を１通しか草津町には提出しませんでした。提出しなか
った他の１名の回答文書の写しが流出し、私文書として黒岩町
長が手にして９月６日議会で読み上げたことは、同弁護士によ
る情報漏洩・守秘義務違反が強く疑われ、草津町から託された
業務の遂行を著しく懈怠している。よって同弁護士は草津町の
代理人弁護士として不適格ですから、契約を破棄すべきです。

千葉県
土野信子

（紹介議員：中澤康治）

総務観光
常任委員会 不採択

【陳情 1】「セカンドレ
イプの町・草津」等の
表現をされた人々に謝
罪を求める陳情書

　「セカンドレイプの町・草津」等の表現で、草
津町及び草津町民の名誉を傷つけ、草津町のブラ
ンド力を低下せしめた人々に、レイプそのものが
存在しなかったことを認め、草津町及び草津町民
に対し謝罪を求める等、厳正適切な処置をしてい
ただきたい。

草津町
松島　三郎

外８名
本会議審議 採択

請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果
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下水処理場視察報告
　令和３年１０月２０日に現在建設
中の下水処理場の現地視察を行いま
した。

　下水処理場は、令和元年着工、令
和１３年度完成予定の建設工事事業
です。

　今回の視察では、草津町上下水道
課より工事の工程や全体的な計画に
ついての説明と、草津町と協定して
いる日本下水道事業団所長代理の方
に、第１期工事「管理汚泥棟」の施
設と概況について説明をいただきま
した。

施設外観（令和 3 年 12 月撮影）

左 建設中の「管理汚泥棟」　右 既存施設
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︻
奨
学
金
貸
与
制
度　

時
代
に
合

っ
た
条
件
を
︼

Ｑ　

９
月
議
会
の
決
算
審
議
に

て
、
奨
学
金
の
利
用
状
況
を
尋
ね

た
が
、
年
間
１
~
２
件
の
利
用
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
か
つ

て
の
議
会
で
他
の
奨
学
金
制
度
と

の
併
用
が
で
き
な
い
こ
と
や
返
済

期
間
が
短
い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ

れ
、
町
長
か
ら
は
「
今
後
担
当
と

研
究
す
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
制
度
改
正
等
の
動

き
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

改
め
て
﹃
草
津
町
奨
学
資
金
貸
与

条
例
﹄
を
参
照
す
る
と
、
先
述
の

指
摘
以
外
に
も
、
①
「
品
行
方
正
、

学
術
優
秀
に
し
て
心
身
と
も
に
健

康
な
る
者
」、「
本
町
に
５
年
以
上

居
住
し
、
引
き
続
き
永
住
の
見
込

み
の
あ
る
者
」
と
の
資
格
要
件　

②
保
護
者
以
外
の
連
帯
保
証
人
や

保
護
者
の
町
税
完
納
証
明
、
さ
ら

に
家
族
を
含
む
生
活
費
の
内
訳
を

記
し
た
書
類　

③
「
学
年
何
名
中

何
位
」
ま
で
を
含
む
学
業
成
績
や

人
物
を
記
し
た
学
校
長
名
に
よ
る

考
査
書
の
添
付
と
い
っ
た
、
融
資

制
度
と
し
て
は
極
め
て
ハ
ー
ド
ル

の
高
い
要
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
条
例
に
定
め
ら
れ
た
必
要
書

類
な
ど
の
規
定
の
運
用
状
況
、
そ

し
て
審
査
基
準
は
い
か
が
か
。

　

本
来
奨
学
金
制
度
は
、
経
済
的

困
難
の
中
で
学
業
を
志
す
学
生
の

背
中
を
押
す
た
め
に
存
在
す
べ
き

も
の
。
進
学
の
た
め
に
一
旦
は
地

元
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根

源
的
な
不
利
が
草
津
町
に
は
存
在

す
る
中
で
、
せ
め
て
も
う
少
し
学

生
の
意
欲
を
引
き
起
こ
す
、
そ
し

て
保
護
者
の
方
々
に
も
優
し
い
、

少
子
化
社
会
に
か
な
う
奨
学
金
制

度
の
早
急
な
再
構
築
が
必
要
と
考

え
る
。
ま
た
学
び
の
内
容
も
、
芸

術
や
ス
ポ
ー
ツ
、
専
門
的
な
技
能

の
習
得
な
ど
多
様
化
し
て
お
り
、

学
業
の
成
績
が
必
要
条
件
と
は
な

ら
な
い
場
面
も
多
い
と
思
う
。

　

一
方
、
こ
れ
か
ら
就
学
を
志
す

学
生
へ
の
融
資
型
の
奨
学
金
以
外

に
、
卒
業
後
に
地
元
に
戻
っ
た
方

に
対
し
て
、
借
り
た
奨
学
金
の
返

済
を
援
助
す
る
制
度
を
設
け
る
自

治
体
が
全
国
に
63
市
町
村
あ
る
と

の
こ
と
。
こ
れ
も
町
の
担
い
手
確

保
の
上
で
、
有
用
な
手
法
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

教
育
長　

奨
学
資
金
貸
与
条
例

の
貸
与
状
況
に
つ
い
て
。
貸
与

を
完
了
し
返
済
途
上
の
方
が
７

名
、
継
続
貸
与
中
の
方
が
１
名
。

貸
出
し
中
の
金
額
は
合
計
823
万

円
で
、
う
ち
未
返
済
額
が
約
394

万
円
。

　

申
請
時
提
出
書
類
は
規
定
通

り
奨
学
生
学
業
成
績
人
物
考
査

書
、
履
歴
書
、
戸
籍
抄
本
及
び

保
護
者
の
町
税
完
納
証
明
書
の

添
付
を
求
め
て
お
り
、
審
査
は

教
育
委
員
に
よ
る
会
議
に
諮
っ

た
上
で
、
虚
偽
や
不
実
記
載
等

が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
は
貸
与

を
決
定
し
て
い
る
。
貸
与
と
い

う
性
質
上
、
ま
た
限
ら
れ
た
基

金
に
よ
る
運
用
の
た
め
完
納
返

済
が
前
提
で
あ
り
、
返
済
を
誓

約
頂
く
趣
旨
の
書
類
は
提
出
頂

い
て
い
る
の
が
実
情
。
ま
た
町

税
の
完
納
証
明
書
は
、
過
去
に

返
済
義
務
者
を
追
跡
で
き
な
い

事
案
が
あ
り
、
事
前
チ
ェ
ッ
ク

の
厳
重
化
の
た
め
に
加
わ
っ
た

も
の
。

　

今
後
は
ご
指
摘
の
あ
っ
た
５

年
以
上
の
居
住
実
績
等
、
あ
ま

り
に
も
厳
し
い
資
格
要
件
は
緩

和
を
検
討
し
た
い
。
返
済
期
間

の
延
長
や
猶
予
措
置
も
、
全
国

的
に
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
る

奨
学
金
破
産
者
の
増
大
な
ど
を

踏
ま
え
、
見
直
し
を
図
り
た
い
。

　

卒
業
後
に
帰
郷
し
た
学
生
の

奨
学
金
返
済
を
援
助
す
る
制
度

に
つ
い
て
。
ご
指
摘
の
通
り
、

奨
学
金
制
度
と
は
学
業
を
志
す

中
で
資
金
に
困
窮
す
る
学
生
を

救
済
す
る
も
の
。
多
様
化
・
専

門
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ

た
、
よ
り
利
用
者
の
立
場
に
寄

り
添
っ
た
検
討
は
継
続
し
た
い
。

町
長

町
内
に
高
校
が
な
く
、

近
隣
の
通
学
可
能
な
高
校
の
選

択
肢
も
限
ら
れ
る
学
生
に
と
っ

て
、
高
校
進
学
を
機
に
草
津
町
を

離
れ
ざ
る
を
得
な
い
実
情
は
、

草
津
町
を
担
う
将
来
世
代
の
定

住
、
定
着
の
観
点
に
お
い
て
解

決
が
非
常
に
困
難
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
ご
提
案
頂
い
た

帰
郷
者
に
対
す
る
返
済
支
援
と

い
う
仕
組
み
は
興
味
深
く
、
検

討
に
値
す
る
と
思
う
。
国
の
動

き
も
見
極
め
た
上
で
、
町
と
し

て
も
、
今
後
対
応
で
き
る
も
の

は
し
て
い
き
た
い
。

　

少
子
化
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
に
よ
り
慢
性
的
な
労
働
不
足

に
悩
む
現
状
を
改
善
す
る
意
味

で
も
、
有
意
義
な
制
度
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

検
討
し
た
い
と
思
う
が
、
草
津

町
は
定
住
人
口
が
減
っ
て
い
る

が
就
労
人
口
は
減
っ
て
い
な
い

の
が
実
情
だ
と
思
う
。

　

新
し
い
ホ
テ
ル
が
で
き
、
新

し
い
人
た
ち
が
大
勢
来
て
い
る

と
い
う
意
味
で
は
働
く
人
は
い

る
と
思
う
が
、
残
念
な
こ
と
に

住
所
を
草
津
町
に
移
さ
な
い
と

い
う
状
況
が
、
行
政
と
し
て
は

き
つ
い
も
の
が
あ
る
。
民
間
の

皆
さ
ん
も
、
是
非
各
企
業
が
利

益
を
上
げ
て
、
そ
し
て
こ
こ
に

定
着
で
き
る
給
与
を
出
せ
る
中

で
や
ら
な
い
と
、
人
は
定
着
し

て
こ
な
い
と
思
う
。
働
く
環
境

と
同
時
に
仕
事
す
る
上
の
給
与

が
大
変
重
要
な
問
題
だ
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
業
界
と
し
て
も
人

口
の
定
着
の
意
味
を
ご
理
解
頂

き
た
い
。

一般質問一般質問

湯本晃久　議員

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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町
長
は
、
観
光
と
福
祉
の
町

を
政
治
姿
勢
と
し
て
掲
げ
、
日

頃
よ
り
町
民
の
た
め
に
尽
力
を

し
て
頂
い
て
い
る
事
は
評
価
す

る
。

　

今
、
予
算
編
成
会
議
な
ど
が

始
ま
っ
て
い
る
と
思
う
。
町
民

の
た
め
の
予
算
編
成
に
な
る
よ

う
願
い
、
2
点
質
問
す
る
。

Ｑ
１

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
を
。

　

草
津
町
で
は
、
中
学
生
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
医
療
費
に
つ
い
て

公
費
負
担
で
無
料
化
。
こ
れ
を
18

歳
ま
で
に
拡
充
し
て
欲
し
い
と
思

う
。

　

現
在
県
内
で
は
、
14
市
町
村
が

18
歳
ま
で
の
医
療
費
の
助
成
を
行

っ
て
い
る
。
東
吾
妻
町
で
は
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
補
助
を
行
う
と

の
情
報
も
あ
る
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
、
中
学
生
ま

で
の
福
祉
医
療
費
の
部
分
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
と
合
わ
せ
、
18
歳
ま
で

増
や
し
た
場
合
、
ど
の
く
ら
い
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
加
算
に
な
る
の

か
、
回
答
し
て
頂
き
た
い
。

　

こ
の
世
代
の
医
療
費
が
低
い
な

ら
や
る
必
要
が
な
い
と
町
長
は
答

弁
す
る
と
思
う
が
、
高
校
生
が
1

年
間
に
か
か
る
教
育
費
が
家
庭
の

負
担
増
に
。
そ
し
て
高
い
国
保
料

が
負
担
と
な
り
生
活
を
圧
迫
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
保
の
状
況
か

ら
、
全
国
知
事
会
は
国
に
対
し
、

２
０
１
４
年
と
２
０
１
９
年
に
国

保
料
を
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
並

に
引
き
下
げ
る
た
め
に
、
一
兆
円

の
公
費
負
担
を
政
府
に
要
望
し
て

い
る
が
実
現
し
て
い
な
い
。
町
長

か
ら
知
事
へ
、
再
度
「
一
兆
円
の

公
費
負
担
を
」
と
全
国
知
事
会
か

ら
政
府
に
対
し
て
声
を
上
げ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

町
長　

子
供
の
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
は
、
草
津
町
福
祉
医
療

支
援
給
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
中
学
校
ま
で
医
療
費
の
個

人
負
担
を
無
料
と
し
て
い
る
。

　

高
校
生
の
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て
、
国
民
保
険
の
状
況
は
、

保
険
者
負
担
分
と
し
て
令
和
2

年
度
の
状
況
は
、
年
間
180
万
円
。

さ
ら
に
国
民
保
険
の
福
祉
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
、
対
象
者
18
歳
ま

で
拡
大
し
た
場
合
、
年
間
57
万

円
増
加
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
保
険
税
収
、
公
費
負
担
、

一
般
会
計
繰
入
金
等
で
、
事
業

運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、
毎
年

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

る
。

　

高
校
ま
で
の
無
料
化
に
つ
い

て
は
、
財
源
は
対
象
人
数
な
ど

の
試
算
を
行
い
、
多
角
的
な
見

地
か
ら
検
討
し
た
い
。

　

国
保
料
に
関
す
る
公
費
負
担

に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も
継

続
的
に
県
等
通
じ
て
国
に
要
望

し
て
い
く
。

Ｑ
２　

に
っ
こ
り
健
診
に
聴
覚
検

査
の
導
入
を
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
高

齢
者
の
方
が
家
に
閉
じ
こ
も
り
、

人
と
接
す
る
機
会
が
減
っ
て
い

る
。
こ
の
事
に
よ
り
、
加
齢
難
聴

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

以
前
も
加
齢
難
聴
の
件
は
質
問

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
に
よ
り
、
閉

じ
こ
も
り
が
増
加
、
自
覚
症
状
が

な
い
方
に
耳
鼻
科
に
行
っ
て
検
査

を
し
て
と
は
言
え
な
い
。そ
こ
で
、

に
っ
こ
り
健
診
に
聴
力
検
査
の
導

入
を
お
願
い
し
た
い
。

　

調
べ
た
と
こ
ろ
、
に
っ
こ
り
検

診
に
聴
力
検
査
の
項
目
が
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
聴
力
障
害
で
障

害
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
は

様
々
な
精
密
検
査
が
必
要
と
な
る

が
、
そ
こ
ま
で
の
詳
し
い
検
査
で

は
な
く
、
簡
易
検
査
で
自
身
が
ど

れ
く
ら
い
の
レ
ベ
ル
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
て
い
る
の
か
が
分
か
れ

ば
、
精
密
検
査
を
受
け
よ
う
、
補

聴
器
を
購
入
し
よ
う
と
考
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

に
っ
こ
り
検
診
は
、
介
護

保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
た
2
年

後
の
平
成
14
年
度
か
ら
、
町
と

し
て
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研

究
所
と
共
同
で
継
続
実
施
を
し

て
い
る
先
進
的
な
事
業
。
新
開

先
生
が
熱
心
に
、
長
い
間
町
民

の
健
康
を
見
て
い
き
た
い
、
ま

た
研
究
し
た
い
、
こ
れ
は
有
意

義
な
事
。

　

毎
年
700
人
以
上
の
高
齢
者
の

方
が
受
診
、
受
診
後
は
介
護
保

険
の
た
め
の
事
業
指
導
や
高
齢

者
サ
ロ
ン
等
の
参
加
促
進
、
ま

た
、
受
診
結
果
通
知
を
分
か
り

や
す
く
デ
ザ
イ
ン
化
し
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
な
ど
の
工

夫
を
凝
ら
し
、
健
診
か
ら
事
後

指
導
ま
で
一
環
し
て
介
護
予
防

に
重
点
を
置
く
事
で
、
高
齢
者

の
方
々
が
元
気
に
過
ご
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

聴
覚
検
査
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
加
齢
難
聴
は
高
齢
者

の
身
体
機
能
の
低
下
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く

り
に
向
け
て
、
聴
覚
検
査
の
導

入
を
含
め
、
健
診
運
営
方
法
の

状
況
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

導
入
を
し
た
い
と
思
う
。

有坂太宏　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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Ｑ　

①
始
め
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
し
て
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。
こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
、
変
異
型
ウ
イ
ル
ス
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
出
現
で
、
国
の
方
針
も

状
況
が
変
わ
り
、地
方
自
治
体
で
、

準
備
の
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
︵
２

回
終
了
後
︶
８
カ
月
を
６
カ
月
に

前
倒
し
、
す
る
こ
と
を
公
表
し
ま

し
た
が
、
草
津
町
は
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
、
前
倒
し
の
実
施

を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
お
伺
い
し
ま
す
。

②
次
に
先
日
の
赤
仁
田
付
近
の
路

面
凍
結
で
道
路
は
放
置
車
両
で
、

渋
滞
を
ま
ね
き
ま
し
た
が
。
関
係

者
の
苦
難
の
対
応
尽
力
に
よ
り
、

何
と
か
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
の
事
例
を
鑑
み
今

後
の
対
策
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
内
容
を
具
体
的
に
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
素
晴
ら
し
い
雪

国
草
津
を
再
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
お
客
様
が
安
心
安
全
で
来
て

い
た
だ
く
よ
う[

転
ば
ぬ
先
の
杖]

と
申
し
ま
す
か
、
冬
期
は
11
月
半

ば
よ
り
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
着

用
の
上
、
来
て
い
た
だ
く
よ
う
誘

客
宣
伝
を
織
り
込
む
よ
う
各
事
業

所
に
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

①
質
問
の
１
点
目
、
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
は
新
た
な
変
異
株
の
情
報
等

を
受
け
、
接
種
時
期
を
前
倒
し

て
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
と
の

内
容
で
あ
り
ま
す
。
ご
質
問
の

と
お
り
、
最
近
の
報
道
で
は
、

世
界
的
に
新
た
な
変
異
株
に
よ

る
感
染
症
の
拡
大
や
、
国
内
で

は
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

前
倒
し
等
に
つ
い
て
の
情
報
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
草
津
町
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
現
時
点
で
は
２
月
上
旬

か
ら
３
回
目
の
接
種
を
開
始
す

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
但
し
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
と
モ
デ
ル
ナ
と

の
混
合
を
想
定
し
た
形
で
接
種

体
制
を
組
む
必
要
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。

②
次
に
２
点
目
の
過
日
11
月
26

日
の
積
雪
に
よ
り
発
生
し
た
、

国
道
292
号
の
渋
滞
に
関
す
る
質

問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
時
期
的

な
こ
と
、
と
は
言
え
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
除
雪
量
で
あ
っ
た

こ
と
等
、
複
数
の
要
因
が
、
重

な
り
発
生
し
た
交
通
渋
滞
で
あ

っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
草
津
の
観
光
経

済
に
大
打
撃
を
与
え
た
も
の
で

あ
り
、
即
、
翌
日
に
は
町
長
と

し
て
緊
急
に
関
係
課
に
改
善
対

応
を
指
示
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
赤
仁
田
入
口
か
ら
谷
所
の

コ
ン
ビ
ニ
間
に
２
基
の
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
ラ
イ
ブ
映
像

を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
道
路
状
況
を
何

時
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
赤
仁
田
付
近

に
小
型
除
雪
車
、
塩
カ
ル
散
布

用
砂
を
配
備
し
道
路
管
理
者
で

あ
る
中
之
条
土
木
事
務
所
、
長

野
原
警
察
署
と
協
議
を
行
い
道

路
状
況
規
制
の
発
令
、
解
除
等

の
情
報
を
町
で
も
把
握
で
き
る

よ
う
な
伝
達
の
仕
組
み
づ
く
り

を
構
築
し
、
得
た
情
報
を
役
場

の
防
災
メ
ー
ル
等
で
発
信
で
き

れ
ば
と
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

安
井
議
員
の
ご
指
摘
の
通
り
、

事
前
の
冬
用
タ
イ
ヤ
の
着
用
、

チ
ェ
ー
ン
の
携
行
等
を
お
願
い

す
る
告
知
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
シ
ー
ズ
ン

前
の
過
度
の
告
知
は
逆
に
誘
客

を
害
す
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
か
ら
各
事
業
所
に
お
願

い
す
る
こ
と
は
効
果
的
に
難
し

い
面
も
あ
る
こ
と
も
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ハ

ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
で
の
樹
立

を
図
り
、
今
後
も
修
正
を
加
え

な
が
ら
体
制
を
整
え
、
万
全
を

期
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

安井尚弘　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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ここをクリック



2022．2．2513

Ｑ
1　

草
津
道
路
の
除
雪
対
策
に

つ
い
て
。

　

降
雪
で
草
津
道
路
は
ス
リ
ッ
プ

事
故
の
大
混
乱
。
そ
こ
で
、
中
之

条
町
と
協
力
し
旧
六
合
村
か
ら
草

津
町
へ
の
292
号
線
を
、
中
和
し
た

湯
川
の
自
然
流
下
で
の
融
雪
を
提

案
す
る
。
荷
付
場
か
ら
楽
泉
園
付

近
ま
で
の
登
り
4
キ
ロ
、
冬
安
心

し
て
行
け
て
観
光
資
源
も
多
い
。

草
津
へ
の
も
う
一
本
の
道
と
な

り
、
交
通
問
題
は
解
決
す
る
。
立

体
交
差
・
温
泉
門
を
止
め
な
い
か
。

Ａ
１　

改
善
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
、
旧
六
合
村
に
行
く

道
路
を
融
雪
は
、
検
討
に
も
値

し
な
い
。
狭
い
道
を
大
型
バ
ス

が
連
な
っ
て
普
通
に
す
れ
違
い

で
き
な
い
。
草
津
町
は
温
泉
熱

を
ほ
と
ん
ど
使
い
切
っ
て
融
雪

が
も
う
効
か
な
い
非
常
に
エ
コ

な
町
だ
。

Ｑ
2　

株
式
会
社
草
津
観
光
公
社

の
社
長
就
任
に
つ
い
て
。

　

㈱
草
津
観
光
公
社
の
社
長
に
町

長
が
２
年
間
就
任
す
る
と
聞
い

た
。
今
ま
で
、
町
長
は
ベ
ル
ツ
温

泉
セ
ン
タ
ー
を
閉
鎖
、
草
津
白
根

火
山
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
を
廃
止
、
白

根
山
頂
の
営
業
を
停
止
、
草
津
国

際
ス
キ
ー
場
を
縮
小
、
伝
統
の

時
間
湯
を
廃
止
し
た
。
ま
た
、
観

光
公
社
の
借
金
を
資
本
金
で
穴
埋

め
し
、
劣
後
ロ
ー
ン
で
借
財
を
後

回
し
た
。
社
長
以
上
の
権
限
が
あ

る
の
に
社
長
に
な
る
理
由
は
な
に

か
。
町
と
営
利
会
社
と
の
兼
務
は

利
益
相
反
す
る
。
企
業
経
営
に
自

信
が
あ
る
の
な
ら
、
観
光
公
社
の

社
長
に
専
念
し
た
ら
ど
う
か
。
地

方
公
務
員
法
38
条
で
は
営
利
事
業

の
兼
務
を
禁
止
し
て
い
る
。

Ａ
2　

町
長
に
就
任
し
た
と
き

観
光
公
社
は
毎
年
赤
字
で
、
累

積
赤
字
は
34
億
だ
っ
た
。
ベ
ル

ツ
の
湯
が
投
資
額
10
億
、
売
上

げ
５
、
６
千
万
し
か
な
い
。
一

方
、
町
の
第
一
保
育
園
に
耐
震

鉄
筋
が
な
い
。
第
二
保
育
園
を

壊
し
て
作
る
と
４
億
、
ベ
ル
ツ

セ
ン
タ
ー
と
判
断
し
た
。
投
資

は
1
億
で
済
み
、
営
業
赤
字
を

止
め
た
。
次
に
、
大
滝
の
湯
の

大
改
修
。
売
上
は
４
割
減
、
本

体
は
が
た
が
た
だ
っ
た
。
３
億

円
投
じ
た
ら
バ
ブ
ル
を
超
え

た
。
さ
ら
に
西
の
河
原
露
天
風

呂
の
整
備
は
功
を
奏
し
た
。
御

座
の
湯
は
４
億
円
の
投
資
を
、

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
１
億
５
千
万

で
作
り
黒
字
化
し
た
。

　

な
ぜ
突
然
、
私
が
社
長
に
な

る
と
い
っ
た
の
は
、
公
社
の
社

長
が
、
除
雪
は
で
き
な
い
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
辞
め
た
と
言
っ

て
来
た
。
何
で
辞
め
た
の
か
町

長
室
に
呼
ぶ
と
今
の
観
光
公
社

の
体
制
が
嫌
だ
が
除
雪
は
す
る

と
い
う
。
国
際
ス
キ
ー
場
は
、

議
会
、
業
界
に
説
明
し
、
縮
小

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
言
っ
た
が

だ
れ
も
反
対
を
し
な
か
っ
た
。

　

私
が
就
任
し
た
と
き
267
万

人
、
バ
ブ
ル
期
307
万
人
を
到
達

す
る
公
約
を
立
て
て
到
達
さ
せ

た
。

コ
ロ
ナ
前
で
は
328
万
人
近
く
ま

で
増
や
し
た
。
こ
れ
は
失
敗
か
。

　

あ
え
て
全
て
無
報
酬
、
報
酬

ゼ
ロ
、
退
職
金
ゼ
ロ
、
接
待
交

際
費
ゼ
ロ
を
付
け
加
え
る
。
劣

後
ロ
ー
ン
は
、
銀
行
団
か
ら
債

務
超
過
は
解
消
し
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
て
組
ん
だ
。
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
マ
イ
ナ
ス
24
％
が
43
％

ま
で
改
善
し
た
。
観
光
公
社
は

潰
せ
な
い
。

　

兼
務
は
利
益
相
反
に
当
た
る

と
い
う
。
地
方
公
務
員
法
の
38

条
に
公
務
員
は
営
利
事
業
者
に

所
属
し
て
は
な
ら
な
い
と
あ
る

が
、
自
治
施
行
令
に
当
該
普
通

地
方
公
共
団
体
が
二
分
の
一
以

上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
は
除

く
と
あ
り
、
草
津
町
は
除
か
れ

る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
が
破
綻
し

始
め
た
の
で
法
律
は
、
逆
に
首

長
が
首
を
突
っ
込
め
と
変
わ
っ

て
き
た
。

　

公
社
の
赤
字
は
責
め
な
い
。

機
能
し
て
い
な
い
の
で
、
退
職

社
員
を
現
場
担
当
取
締
役
に
抜

擢
、
社
長
を
常
務
に
し
て
事
務

方
の
責
任
者
に
し
、
会
長
は
人

間
管
理
で
、
総
括
は
私
が
就
任

す
る
2
年
は
次
の
社
長
を
見
つ

け
る
の
に
か
か
る
。
や
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

Ｑ
3　

本
年
２
月
２
日
付
草
津

町
・
草
津
町
議
会
連
名
の
通
知
書

に
つ
い
て
。

　

文
章
を
手
に
い
れ
た
。議
会
は
、

絶
大
な
権
限
を
持
つ
町
長
の
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
住
民
に
よ
り

町
長
と
は
別
に
選
挙
さ
れ
る
も
の

で
、
町
長
・
議
長
連
名
で
文
章
を

出
す
の
は
誤
解
さ
れ
る
。

　

議
会
が
執
行
部
と
一
体
な
ら
議

会
は
不
要
で
専
制
主
義
だ
。

こ
の
文
章
の
起
案
者
は
？
文
案
は

い
つ
、
ど
こ
で
審
議
さ
れ
た
か
。

草
津
町
議
会
と
し
て
文
章
を
出
す

と
き
は
、
全
員
協
議
会
で
意
見
を

聞
く
べ
き
だ
。弁
護
士
を
通
じ
て
、

六
か
所
に
郵
送
し
た
よ
う
だ
が「
公

表
を
前
提
に
し
て
な
い
、
公
表
す

る
こ
と
が
適
切
で
な
い
。
そ
の
旨

の
取
り
扱
い
を
云
々
」
な
ど
と
あ

る
。
そ
こ
で
質
問
。

①
こ
の
文
章
の
公
表
は
適
切
で
は

な
い
の
か
。
②
送
り
つ
け
て
公
表

す
る
な
と
言
う
が
送
ら
れ
た
方
の

自
由
で
は
な
い
か
。
公
表
し
た
ら

法
律
に
違
反
す
る
の
か
。

Ａ
3　

セ
カ
ン
ド
レ
イ
プ
の
町

草
津
温
泉
に
行
か
な
い
等
の
風

評
被
害
を
受
け
、
汚
名
返
上
を

求
め
る
千
名
を
超
え
る
請
願
書

が
提
出
さ
れ
、
私
は
認
諾
、
議

会
も
請
願
を
採
択
し
た
の
で
関

係
者
に
そ
の
文
章
を
送
っ
た
。

な
ん
の
違
法
性
も
な
い
。

　

吉
野
弁
護
士
を
通
じ
て
六
か

所
送
ら
れ
た
。
弁
護
士
と
し
て

相
手
を
思
い
、
公
表
し
な
い
が

い
い
と
書
い
た
だ
け
、
配
っ
て

結
構
。

中澤康治　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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・
草
津
町
役
場
で
の
文
書
改
ざ
ん

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

　

上
記
の
事
に
つ
い
て
地
方
自
治

法
（
以
下
「
法
と
い
う
」）
第
100

条
の
規
定
に
よ
り
調
査
を
行
う
。

（
１
）
設
置
決
議

　

令
和
３
年
12
月
６
日
（
第
７
回

定
例
議
会
）
に
お
い
て
発
議
が
提

出
さ
れ
、
地
方
自
治
法
第
109
条
及

び
委
員
会
条
例
第
４
条
第
２
項
及

び
第
５
条
第
４
項
の
規
定
に
よ

り
、
文
書
改
ざ
ん
等
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
法
第
100
条
第
１

項
の
調
査
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。

（
２
）
委
員
会
の
定
数　

６
名

（
３
）
委
員
長
、
副
委
員
長
、　　
　
　
　

　
　

 　

委
員
の
氏
名

委 

員 

長　

 

宮  

﨑  

謹  

一

副
委
員
長　

 

金  

丸  

勝  

利

委　
　

員　

 

有  

坂  

太  

宏

委　
　

員　

 

市  

川  

祥  

史

委　
　

員　

 

安  

井  

尚  

弘

委　
　

員　

 

中  

澤  

広  

夫

　
　
　
　

（
１
）
草
津
町
役
場
で
の
文
書
改

ざ
ん
等
に
関
す
る
事
項

①
町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
記
録
に

　

関
す
る
事
項

②
日
本
温
泉
地
域
学
会
事
務
局
宛

　

の
文
書
に
関
す
る
事
項

（
２
）
そ
の
他
付
随
す
る
事
項

　　　

令
和
３
年
12
月
７
日
か
ら
令
和

３
年
12
月
９
日
に
本
委
員
会
を
３

回
開
催
し
た
。

　

調
査
の
経
過
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

第
１
回　

令
和
３
年
12
月
７
日

・
草
津
町
役
場
で
の
文
書
改
ざ
ん

等
に
関
す
る
事
項

①
町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
記
録
に

　

関
す
る
事
項

②
日
本
温
泉
地
域
学
会
事
務
局
宛

　

の
文
書
に
関
す
る
事
項

　

上
記
調
査
に
関
す
る
参
考
人
の

出
席
と
調
査
の
進
め
方
に
つ
い
て

協
議
。

第
２
回　

令
和
３
年
12
月
８
日

（
１
）
草
津
町
役
場
で
の
文
書
改

ざ
ん
等
に
関
す
る
事
項

①
町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
記
録
に

　

関
す
る
事
項

②
日
本
温
泉
地
域
学
会
事
務
局
宛

の
文
書
に
関
す
る
事
項

（
２
）
そ
の
他
付
随
す
る
事
項

（
３
）
参
考
人
か
ら
提
出
さ
れ
た

記
録
及
び
資
料

ア
起
案
用
紙

イ
日
本
地
域
学
会
宛
通
知
書

　
（
賛
助
会
員
退
会
通
知
）

ウ
日
本
地
域
学
会
よ
り
受
信
し　
　
　
　
　
　
　

　

た
メ
ー
ル

（
４
）
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た

者
、
意
見
を
求
め
た
事
項

第
３
回　

令
和
３
年
12
月
９
日

　

調
査
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

提
出
資
料
及
び
参
考
人
聴
取
の
結

果
を
踏
ま
え
、
最
終
報
告
書
の
作
成

　

は
じ
め
に
、
本
来
、
地
方
自
治

法
第
百
条
の
調
査
委
員
会
は
「
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に

関
す
る
調
査
」
が
目
的
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
事
件
は
、
草
津
町
役

場
で
の
文
書
改
ざ
ん
が
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い
た
か
否
か
の
調
査
で

あ
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
現
在
、
議

会
と
し
て
過
去
の
経
緯
に
基
づ
き

そ
の
後
の
裁
判
の
行
方
を
知
る
上

で
、
関
連
す
る
裁
判
記
録
を
草
津

町
が
契
約
す
る
弁
護
士
を
通
じ
取

り
寄
せ
て
い
た
。

　

そ
の
中
で
令
和
元
年
（
ワ
）
第

659
号
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
、
原

告 

黒
岩
信
忠
、
被
告 

飯
塚
玲
児

こ
と
飯
嶋
辰
昭
ほ
か
２
名
の
裁
判

で
飯
塚
玲
児
氏
よ
り
裁
判
所
に
提

出
さ
れ
た
準
備
書
面
（
被
告
飯
塚

第
６
回
）
に
関
し
、
第
２
項
（
３
）

「
原
告
が
支
配
す
る
草
津
町
役
場

で
の
文
書
改
ざ
ん
が
日
常
的
に
行

わ
れ
て
い
る
」
と
の
記
述
が
有
り
、

準
備
書
面
中
第
６
項
、
第
７
項
に

そ
の
経
緯
が
記
述
さ
れ
て
い
た
。

　

文
書
改
ざ
ん
は
あ
っ
て
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
、
町
民
か
ら
の
行

政
や
町
議
会
に
対
す
る
信
頼
を
大

き
く
損
ね
る
重
大
な
問
題
で
あ
る

た
め
、
地
方
自
治
法
百
条
第
１
項

の
調
査
に
よ
り
そ
の
記
述
に
対
し

そ
の
よ
う
な
事
実
が
有
っ
た
の

か
、
実
態
を
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

令
和
３
年
12
月
６
日
開
催
の
12

月
定
例
会
で
準
備
書
面
（
被
告
飯

塚
第
６
回
）
第
２
項
、
第
６
項
、

第
７
項
に
記
述
し
て
あ
る
内
容
に

つ
い
て
、
草
津
町
役
場
内
で
文
書

改
ざ
ん
等
が
あ
っ
た
か
否
か
を
調

査
す
る
た
め
百
条
調
査
と
し
て
、

議
会
で
特
別
委
員
会
設
置
の
発
議

が
提
出
さ
れ
議
決
さ
れ
た
。
百
条

委
員
会
に
お
け
る
構
成
委
員
は
議

員
６
人
で
構
成
さ
れ
、
調
査
し

た
結
果
を
以
下
の
と
お
り
報
告
す

る
。

文
書
改
ざ
ん
等
調
査
特
別
委
員
会

（
百
条
委
員
会
）
調
査
結
果
報
告

１　

調
査
の
趣
旨

４　

委
員
会
の
開
催
状
況
、

　
　

参
考
人
、
記
録
の
提
出

５　

調
査
の
内
容
と
結
果
等

２　

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

３　

調
査
事
項

氏名（役職） 意見を求めた事項
草津町会計管理者　

一場礼子　氏 
（元総務課課長補佐）

・町長スケジュールに関
する事項

前草津町副町長　　
福田信夫　氏 〃

草津町教育長　　　
富澤勝一　氏 

（前観光課長）

・日本温泉地域学会事務
局宛の文書に関する事項

草津町副町長　　　
福田隆次　氏

・町長スケジュールに関
する事項
・日本温泉地域学会事務
局宛の文書に関する事項
・その他付随する事項

草津町長　　　　　
黒岩信忠　氏 〃
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①
町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
記
録
に

関
す
る
事
項

　

こ
の
事
項
に
つ
い
て
は
準
備
書

面
中
第
６
項
の
記
述
に
お
い
て
、

平
成
27
年
１
月
８
日
の
町
長
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
、
黒
岩
町
長
は

元
部
下
で
あ
り
姻
戚
関
係
に
あ
る

前
副
町
長
の
協
力
を
得
て
弁
解
を

創
作
し
、
更
に
不
都
合
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
記
録
を
職
員
に
削
除
さ
せ

た
こ
と
が
疑
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
新
井
氏
が
、
私
の
と
こ
ろ
へ

来
た
こ
と
で
あ
り
、
町
長
へ
の
ア

ポ
は
無
い
、
手
帳
に
町
長
と
私
で

色
分
け
を
し
て
お
り
、
私
の
と
こ

ろ
へ
来
た
事
が
分
か
る
。
新
井
氏

と
２
人
で
町
長
室
へ
入
っ
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
事
実
関
係

は
警
察
に
証
言
を
し
て
い
る
と
お

り
で
あ
り
作
っ
た
話
で
は
無
い
。

町
長
か
ら
の
協
力
依
頼
は
無
い
。」

と
明
確
に
答
え
ら
れ
た
。

　

町
長
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し

て
、「
役
場
の
パ
ソ
コ
ン
で
管
理

し
て
い
る
。
そ
れ
が
正
式
な
も
の

で
あ
り
、
新
井
氏
の
記
録
は
無
い
。

当
日
新
井
氏
が
来
た
こ
と
は
、
私

の
手
帳
に
メ
モ
と
し
て
記
録
し
ま

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
後
か
ら
削
除
し
た
と
言
う
こ

と
は
無
い
」
と
明
確
に
答
え
ら
れ

た
。

以
上
２
名
よ
り
聴
取
し
た
結
果
、

当
委
員
会
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

に
関
す
る
文
書
改
ざ
ん
は
無
か
っ

た
と
認
定
し
た
。

②
日
本
温
泉
地
域
学
会
事
務
局
宛

の
文
書
に
関
す
る
事
項

　

こ
の
事
項
に
つ
い
て
は
準
備
書

面
中
第
７
項
の
記
載
に
お
い
て
、

当
時
の
観
光
課
長
が
日
本
温
泉
地

域
学
会
事
務
局
へ
送
信
し
た
フ
ァ

ッ
ク
ス
（
乙
43
）
の
日
付
に
つ
い

て
、
町
長
の
意
向
が
働
き
、
職
員

に
よ
る
文
書
の
偽
装
工
作
が
行
わ

れ
た
と
疑
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
地
域
学
会
へ
（
平
成
31
年
度
）

令
和
２
年
２
月
12
日
付
け
に
お
い

て
退
会
を
行
っ
た
。
同
日
に
地
域

学
会
に
対
し
郵
送
で
退
会
の
届
出

を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
９
月
に

な
り
賛
助
会
費
の
請
求
が
届
い
た

為
、
受
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
９
月
23
日
に
退
会
確

認
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
付
し
、
そ

の
後
、
令
和
２
年
10
月
５
日
に
退

会
と
し
て
承
認
を
と
り
つ
け
る
事

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。」
そ
の

事
に
関
し
日
付
の
前
後
が
お
か
し

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
起

案
作
成
上
、
役
場
の
シ
ス
テ
ム
改

修
が
出
来
な
い
状
況
で
元
号
が
平

成
の
標
記
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
通
知
を
作
成

す
る
上
で
誤
っ
て
記
載
し
た
も
の

で
あ
り
、「
決
し
て
町
長
の
命
令

で
行
っ
た
も
の
で
は
無
い
」
と
明

確
に
答
え
ら
れ
た
為
、
当
委
員
会

は
、
文
書
改
ざ
ん
は
無
か
っ
た
と

認
定
し
た
。

③　

町
長
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
日
本

温
泉
地
域
学
会
事
務
局
宛
の
文
書

及
び
そ
の
他
付
随
す
る
事
項

（
１
）
こ
の
事
項
に
伴
う
準
備
書

面
中
２
項
下
段
の
記
載
に
お
い

て
、
草
津
町
役
場
で
文
書
改
ざ
ん

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
疑

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
準
備
書
面
に
よ
り
説
明
を
し

て
頂
き
、
町
長
か
ら
圧
力
を
受
け

て
い
る
こ
と
は
無
く
、
日
常
的
な

改
ざ
ん
は
無
い
」、
と
明
確
に
答

え
ら
れ
た
為
、
当
委
員
会
は
、
文

書
改
ざ
ん
は
無
か
っ
た
と
認
定
し

た
。

（
２
）
こ
の
準
備
書
面
に
お
け
る

町
長
か
ら
の
職
員
に
対
し
て
、
指

示
を
し
た
と
疑
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。

　
「
職
員
に
隠
し
事
を
す
る
な
、

ウ
ソ
を
言
う
な
と
訓
示
し
て
い

る
。
私
は
、
隠
さ
な
い
ウ
ソ
を
言

わ
な
い
、
事
実
と
違
っ
た
こ
と
は

言
っ
て
い
ま
せ
ん
天
地
神
明
に
か

け
て
私
が
文
書
改
ざ
ん
を
指
示
し

た
こ
と
は
無
い
」
と
明
確
に
答
え

ら
れ
た
た
め
、
当
委
員
会
と
し
て

は
、
文
書
改
ざ
ん
の
指
示
を
し
た

こ
と
は
無
い
と
認
定
し
た
。

④
総
括

　

今
回
の
文
書
改
ざ
ん
等
に
関
す

る
調
査
は
、
裁
判
記
録
に
よ
り
判

明
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
担
当

職
員
等
を
参
考
人
と
し
て
出
席
し

て
頂
き
実
施
し
た
が
、
調
査
の
結

果
、
圧
力
や
指
示
に
よ
る
改
ざ
ん

等
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

無
し

　（
１
）
予
算
５
万
円
以
内

（
２
）
調
査
に
要
し
た
額

　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
０
０
円

　

非
常
勤
職
員
等
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
福

田
信
夫
氏
に
支
払
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

無
し

　

以
上
を
も
っ
て
、
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
地
方
自
治
法
第
百
条

に
基
づ
く
調
査
の
報
告
と
す
る
。

当
時
の
観
光
課
長
か
ら
の
聴
取
結
果

副
町
長
か
ら
の
聴
取
結
果

町
長
か
ら
の
聴
取
結
果

８　

そ
の
他

７　

調
査
経
費

６　

委
員
派
遣

前
副
町
長
か
ら
の
聴
取
結
果

当
時
の
秘
書
か
ら
の
聴
取
結
果
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宮﨑謹一議員

議員が順番に日頃感じていることなど
自由に書く「忙中感記」。
今回は宮﨑謹一議員です。

忙 中
感
記

　令和3年は東京オリンビック
も新型コロナ禍の中開催され
ましたが、コロナも漸く沈静
化の兆しも見えてきました。
令和4年は明るく先の見える年
にしたいものです。世界的コ
ロナ禍の中、国連気候変動枠
組み条約(COP26)会議が開か
れ脱炭素社会実現(カーポンニ
ュートラル)が決議され我が国
も再エネ導入が急務となりま
した。北米ではケンタッキー
州他5州でスーパーセル(複数
の巨大竜巻)か発生し大きな災
害が起きた事は耳新しい出来
事です、南極大陸、北極海の
氷融、ヨーロッパアルプスの
氷河融による洪水、ソ連の永
久凍土の融解も以前から報じ
られ地球温暖化による異常・
気象対策が世界的に求められ
ています。
　日本はエネルギー少国で、
昭和16年エネルギー獲得が太
平洋戦争の引き金となりまし
た。戦後昭和48年の石油ショ
ックを契機に、地熱発電が始
まり東北・九州各地で地熱発
電所が稼働し、群馬県では草
津白根山系の地熱利用が有力

視され、国の方針もあり群馬
県でも地熱開発に向けて、昭
和56年4月2日草津町公民館で
地熱発電の説明会を開催、特
に草津町の地下には大きな地
熱エネルギーと言う宝が眠っ
ており、その開発利用(発電)
で草津町財政が豊かになると
説明を受けた。その席上、中
沢晁三氏(当時町議会議員・県
温泉審議会委員)から秋田県大
沼地熱発電所稼働後周辺の温
泉の湧出量・温度の低下現象
が生じていると発言があり、
草津町議会では急遽調査団(4
名)を結成し、ただちに同年４
月15日16日の行程で、14日深
夜上野発の夜行列車で秋田県
鹿角市へ向かい市担当者の案
内で大沼地熱発電所周辺の温
泉(トロコ・赤川・澄川・後生
掛・銭川・大沼)で調査、どの
温泉も程度の差はあるが影響
が出ていると温泉経営者から
証言が得られた、翌16日岩手
県の松川地熱発電所の調査で
は、発電所から出る高温蒸気
をドラム缶の河川水に吹き込
み旅館の温泉を造成している
のを見て驚いた。
その後今日まで草津町議会は

東北・九州は元より全国の地熱
発電所所在の温泉地の視察研修
を行い、いずれの温泉地でも地
熱発電所稼働後の周辺温泉源の
枯渇の実態を見てきた。特に印
象を受けたのは、八丁原地熱発

電所近くの筋湯温泉で打たせ湯
の泉源が枯渇し名物打たせ湯が
影響を受けた事である。今日で
は地熱発電所の地下還元前の熱
水と温泉成分を含む河川水を熱
交換して筋湯温泉に供給してい
る、まさに草津町で行っている
温水供給である。しかし地熱発
電を推進する学者(名は伏せる)
は筋湯の温泉量は以前より増え
ていると言っている。
　草津町における地熱開発は
無理とみた群馬県は嬬恋村石
津地内で調査ボーリングを行
い草津町と嬬恋村境界の調査
井は地下1,100mで地熱貯溜
層に当り蒸気噴出試験を行っ
た、この事実を知った草津町
は草津温泉に影響があると、
町民挙げて1,200人の反対集会
を湯畑で行い中止させたのは
15年前の事であった。  
自然湧出温泉(草津温泉は自然

湧出日本一)は地下水位が20～
30センチ下がると湧出しなく
なると言われ、草津温泉を守
るには草津白根山系の地熱開
発を絶えず注視し草津温泉を
守るためにあらゆる施策を構
じ、草津町が将来に向けて住
む人の安心と経済基盤をしつ
かりと守る為に国民的財産で
ある天与の名湯を守らねばな
りません。


